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2021 年度第５回大東文化大学大学院評議会議事録要旨 

 

日 時：日時を設定しない 

場 所：会議の場所を設定しない 

本会議は、新型コロナウイルス感染予防措置として委員間の対面を避けるため、電子

媒体（授業支援システム manaba）を用い、システム内に格納した会議資料、議事を説

明する要旨及び前回議事録を委員各自が確認し、議案に対する諾否の回答、意見の陳述

を同システムにより行う方式を採った。なお、議案諾否の回答、意見陳述の期日・刻限

は、当初設定していた会議日の翌日である 2021年 10月 26日（火）18：00とした。 

構成員：３３名（３分の２：２２名 過半数：１７名） 

出席者：３０名（定足数充足） 

欠席者：３名 

議 長：内藤二郎 学長 

 

報告事項 

１．2022年度秋季入学試験結果について                   【報－１】 

10月 2日(土)に実施した 2022年度大学院秋季入試について、入試種類・入試方式別に 2017

年度～2022年度の 6か年間の志願者数・受験者数・合格者数の推移を踏まえた報告が為され

た。 

 

２．2022 年度大東文化大学大学院入試実施における新型コロナウイルス予防対策総合ガイド

ラインについて                            【報－２】 

 2022年度大学院入試におけるコロナウイルス感染症に係る対応について報告が為された。 

 

３．教学事務組織再編について                        【報－２】 

 教学事務組織再編の一環として、大学院事務室が解体され、業務が複数の部署に移管する旨

報告が為された。 

 

４．その他 

 その他に該当する報告事項なし。 

 

報告承認事項： 

１．2021年度大東文化大学大学院学年暦の変更について           【報承－１】 

学園祭中止に伴い、学園祭に係る休講日を臨時休講日とし、休講の取扱いを変更しない大学

学年暦変更を大学院学年暦においても踏襲し、大学院学年暦を変更する旨報告が為され、本変

更案について承認された。 

 

２．専攻の評価指標及び到達目標の設定について             【報承－２】 

本学における学修成果の可視化のための施策の一つである「評価指標の設定（到達目標）」

に関する作業として各専攻の評価指標（2022-2025）を作成し、2022 年 1 月 28 日（金）まで

に学務課に提出することの要請が為され、これが承認された。 
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３．大東文化大学利益相反委員会規程の改正（案）について        【報承－３】 

「ヒトを対象とする医学系研究に関する倫理規程」から「人を対象とする生命科学・医学系

研究に関する倫理規程」への名称変更に伴う修正及び人文社会科学系研究、職務発明に係る利

益相反の取扱いについては、それぞれ「人文社会科学系研究に関する倫理規程」、「職務発明取

扱規程」にて定めることを新たに規定した改正案であることの説明が為された。加えて、本件

は学部教授会及び大学評議会の審議及び議決をもって、研究科委員会及び大学院評議会の審議

及び議決に替えることができる事項であるが、10月 18日開催の大学評議会で承認されている

旨報告が為され、これが承認された。 

 

４．大東文化大学利益相反ポリシーの改正（案）について         【報承－４】 

「ヒトを対象とする医学系研究に関する倫理規程」から「人を対象とする生命科学・医学系

研究に関する倫理規程」への名称変更に伴う修正、倫理審査申請書の提出先を学長から人を対

象とする生命科学・医学系研究に関する倫理審査委員会への変更に伴う修正、併せて、「人文

社会科学系研究に関する倫理審査申請書」及び「発明等届出書」の提出要件追加に係る改正案

であることの説明が為された。加えて、本件は学部教授会及び大学評議会の審議及び議決をも

って、研究科委員会及び大学院評議会の審議及び議決に替えることができる事項であるが、10

月 18日開催の大学評議会で承認されている旨報告が為され、これが承認された。 

 

５．大東文化大学化学物質管理規程の制定（案）について         【報承－５】 

自然科学系の研究や授業等で使用されている化学物質（主に実験試薬）の管理に関する基本

的な原則を定めることを目的とした制定案であることの説明が為された。加えて、本件は学部

教授会及び大学評議会の審議及び議決をもって、研究科委員会及び大学院評議会の審議及び議

決に替えることができる事項であるが、10月 18日開催の大学評議会で承認されている旨報告

が為され、これが承認された。 

 

６．大東文化大学研究者の行動規範の改正（案）について         【報承－６】 

大東文化大学化学物質管理規程制定に併せた改正案であり、ガス等薬品以外の物質も取り扱

うことから「薬品」を「化学物質」に変更することの説明が為された。加えて、本件は学部教

授会及び大学評議会の審議及び議決をもって、研究科委員会及び大学院評議会の審議及び議決

に替えることができる事項であるが、10月 18日開催の大学評議会で承認されている旨報告が

為され、これが承認された。 

 

７．大東文化大学研究倫理委員会規程の改正（案）について        【報承－７】 

「ヒトを対象とする医学系研究に関する倫理規程」から「人を対象とする生命科学・医学系

研究に関する倫理規程」への名称変更に伴う修正、並びに発明審査委員会、安全保障輸出管理

委員会及び化学物質管理委員会についても研究活動に関連するため各委員長を研究倫理委員

に加える改正案であることの説明が為された。加えて、本件は学部教授会及び大学評議会の審

議及び議決をもって、研究科委員会及び大学院評議会の審議及び議決に替えることができる事
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項であるが、10月 18日開催の大学評議会で承認されている旨報告が為され、これが承認され

た。 

 

８．その他 

その他に該当する報告承認事項なし。 

 

議案：  

１．大学院公開説明会（１２月）の実施について                【議－１】 

12月の大学院公開説明会は前回（7月度）に引続き、新型コロナウイルス感染症予防を念頭

に置き、対面を避け Zoom を用いたオンライン方式を採り、前半を講演、後半を個別説明会の

2部門制とし、講演部門は前回同様にトークセッションとする、完全予約制とし、11月一杯を

予約期間とする旨説明が為され、これが承認された。 

 

２．その他                                    

その他に該当する議案なし。 

以 上 


